


































中心とした筆者とのかかわりにおいても K君の記憶困難は多数観察された O 知的障害
児者の記憶については、短期記憶(Varnhagen，Das， & Varnhagen， 1987)やメタ記憶
(山内， 1993)において成績の低下がみられることが報告されている O また、ダウン症
児者特有の記憶の問題として、言語性短期記憶(Jarrold & Baddeley， 1997)や、聴覚情
報の短期記憶への保持ならびに処理(Varnhagen，et al， 1987)、長期記憶への情報のア
クセス(Varnhagen，et al， 1987)などが報告されている O これらより、 K君に記憶困難

















ており (Hirano& Noguchi， 1998; Hodges & McCarthy， 1993; O'Connor， Butters， 








1983(昭和 58)年生まれのダウン症児 K君(かかわり当初の年齢:14歳 10カ月)。小
学校では特殊学級に在籍し、小学校卒業後は某養護学校中学部に入学した O 筆者らが
定期的にかかわりを開始した時期は、彼が中学部の三年生の時であった。ルリヤ 90
を実施した 15歳 9ヶ月時に同時に実施された WISC-IIIでは、言語性 IQが 43、動作





































1 絵画完成 1 
1 符号 1 
1 絵画配列 1 
1 積木模様 1 
1 組合せ 3 

























題もおこなった O つまり、出題した出来事が属するテーマを 9つ用意し、テーマに関
する特定の出来事を自由に想起させた。②個人的意味情報:対象者に関する正しい個
人的意味情報 15問、間違った情報 15聞を聴覚提示し、情報の正誤を口頭で強制選択





記憶の容量が 7、聴覚痕跡の抑制され易さが 10、聴覚痕跡の強度の 3単語が 48、同 5
単語が 45、聴覚刺激の順序再生の 3語ずつ 2語群が O、5語群が O、語の音声構造の
再生が 2、語の再認が 9、聴覚言語記憶の調整とコントロールの反復症(保続)が 12、
同副次連想、が 15であった O これらのうち、聴覚言語記憶の容量、聴覚痕跡の抑制さ
れ易さ、聴覚痕跡の強度、聴覚言語記憶の調整とコントロールの得点は、小学 1年生
の平均得点(小松， 1995)を 2標準偏差以上、上回っていた O 作話が含まれることがあ
り、その特徴としては自分の視界にある事物が多く含まれていた O 視覚記憶における
得点は、視覚記憶容量の文字が 5、同図形が 7、視覚刺激の順序の再生が 0、視覚刺激












は、実際に経験した出来事の正答が 12/15(hitsminus fals8 alarmsが 4)でチャンスレ
ベルを上回っていたものの、経験しなかった出来事は 7/12でチャンスレベルを下回っ















5 語の音声構造の再生 2 








11 鏡映文字書き現象 O 
12 視覚痕跡の強度 文字 9会合
図形 7女合




































成績は、同程度の MA水準を有する健常児の成績を大きく下回っていた O 加えて、先
行研究(内田， 1995)における MA6歳代(K君と同水準)の知的障害児の成績をも大きく
下回っていた O 以上より、 K君が、記憶のこれらの側面に特に困難を抱えていること
は確かであろう O これらの結果は、 K君にとって、今回用いられたような一度しか獲
得機会のない情報を記銘することを苦手としていることを示唆していた O ただし、全
ての下位検査において成績が低下していたわけではなく、例えば、語の再認課題にお

































































状態にある健忘症者 K氏を対象に、事例的な検討をすすめている (Hirano& N oguchi， 
1998;平野・野口・細川， 1999; Hirano， Noguchi， Hosokawa， & Takayama， 2002; 
















の関連性の有無が議論されており (Keenan，Gallup， & Falk， 2003; Rosenbaum， Stuss， 
Levine， & Tulving， 2007)、例えば、エピソード記憶(自伝的な出来事に相当)と心の理
論とに関連がなく、互いに独立していることを裏付けるデータが報告されている
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